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研究成果の概要（和文）：インクルーシブな保育･教育集団における遊びと生活を通し、保育を支援するシステ
ム構築を目的とし、保育における活動参加への支援の調査と継続的アクションリサーチを行った。①「保育活動
参加における行動アセスメント」により「会話」「指示理解」「言語理解」「言語表出」[表出の特徴」「気持
ちの言語化」を分析した。②「保育における活動参加アセスメント」により「衝動性」「語用面の困難」「情動
調整の困難」「場面適応の困難」「社会的関係の困難」「日常不適応」を分析した。③保育支援を「個別配慮」
「集団の調整」「言語･コミュニケーション」「保育士連携」から分析した。発達特性､障害特性、年齢、発達水
準により検討した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to construct a system to support children and childcare 
persons through play and life in an inclusive nursery / educational group. Specifically, we 
conducted action research on how support for participation in activities inclusive nursing practice 
was carried out continuously.
Analysis was done from the following viewpoints. First, "behavioral assessment in childcare 
participation"That is "conversation" "understanding instruction" "language comprehension" " language
 production" "type of expression" "emotional expression”. Secondly, " hyperactive impulses" "
pragmatics" " emotional regulation" "scene adaptation" , "social relations", "maladaptation", and 
the like. ,Thirdly, we clarified the content of support from the viewpoint of "individual 
consideration", "group adjustment", "language / communication", and "nursery teacher collaboration".
The results were compared with the developmental characteristics (ASD, ADHD, intellectual 
disability) ,age (3, 4, 5),DQ level.

研究分野： 発達心理学　特別支援教育　臨床発達支援学　言語発達学

キーワード： インクルーシブ保育　保育活動参加への支援　保育の質　アクションリサーチ　要支援児　行動アセス
メント　臨床発達支援　コンサルテーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 
(1) 研究の学術的背景 

  知的障害を伴わない発達障害は特別支援
の対象となる。また、境界知能は厳密には疾
患ではないが、保育・教育現場を含む日常生
活での社会的不利は少なくない。これらの子
ども達は、乳幼児健診で把握されても継続的
発達支援に至らず、幼児期における保育・教
育集団で、3 歳過ぎに不適応が顕在化するこ
とが多と指摘されている。また一方で、これ
らの子ども達は、就学前にその子どもの特性
に応じた適切な対応や、安定した保育環境が
満たされることで、活動からの逸脱や衝動性
があっても日常的に適応的行動を積み重ね
て行く可能性が高いことが指摘されている。 

 

(2)保育･教育場面での支援 

幼児期の保育・教育現場において、子ども
の特性に対する共通認識を持つこと､すなわ
ち、①子どもの長所（strength）、興味関心
（interest）,学習のしかた（learning style）
を理解すること、②子どもに対して分かりや
すい環境を準備し実行すること、③子どもが
達成感を重ねる経験をどのように提供する
かは重要である。 

保育･教育現場で､子どものベスト･パフォ
ーマンスを引き出し、他児や環境との相互的
な関わりを育成していくこと、たとえばコミ
ュニケーション、社会的関わりや応答性、遊
び、行動、適応力などの各活動の相互的関連
が必要とされる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、インクルーシブな保育・教育集
団において、遊びと生活を通して子どもと保
育者を支援するシステムを検討することを
目的とする。第 1 に、日常の集団生活におけ
る遊びや活動に対する参加への支援を焦点
化し、「関係の中の個人」と「日常活動への
参加」をキーコンセプトとして、共同注意、
共同行為を作り出す保育･教育面での介入と、
集団内の関わりを分析する。第２に、上記の
ために、インクルーシブな保育支援としての
コンサルテーション型支援システムを、ひと
つの自治体を単位とした活動システムモデ
ルとして構築し、３歳児クラスから 6 歳児ク
ラスまでのインクルーシブな保育･教育現場
で活用しうる支援の試案の作成を行う。 

 

３．研究の方法 

(1)「保育場面における言語･コミュニケーシ 
ョンアセスメントシート」（瀬戸･秦野 2013） 
を用いて、ASD 児の保育場面における言語・ 
コミュニケーションの特徴を分析した。対象 
は、Ａ市において保育巡回相談の実施した者 
のうち、保育士によるアセスメンとシートの 
記入協力を得た 104 件を分析した。 
 
 

(2)「保育場面での活動参加アセスメントシ
ート」（秦野･瀬戸 2013）を用いた評価と、保
育観察による保育活動参加への支援を分析
し､保育における支援の枠組みを検討した。 
Ａ市にて保育巡回相談の実施した要支援児 
のうち､保育活動の参加や対応が課題とされ、 
担任がアセスメントシート記入を行った中 
で、ＤＱ50 以上の ASD児 85 名を分析した。 
 
(3)Ａ市にて保育巡回相談後のフォローとし
てのアクションリサーチとして、相談後に行
われた保育活動参加への支援内容を明らか
にした。2016 年 8 月までの 3 年間にＡ市内公
立認可保育所で巡回相談を実施した児 116名
を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) ASD 児の保育における言語･コミュニケ
ーションアセスメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育場面での言語･コミュニケーションの
特徴を「会話」「指示理解」「言語理解」「言
語表出」「表出特徴」「気持ちの言語化」から
とらえることができた。 
 
②保育における ASD 児の特徴として「指示理
解」の困難、次いで「言語理解」の困難が顕
著だった。ADHD 児の特徴として「指示理解」
の困難が顕著だった。知的障害児の特徴とし
てどの領域も困難度が高かった。 
 
③ASD 児(N=86)における保育場面での言語･
コミュニケーションの特徴を 3歳児（N=14）、
4 歳児（N=41）、5 歳児（N=49）年齢比較した。 
どの年齢でも「指示理解」困難が指摘された。 
一方、「気持ちの言語化」「会話」の困難さは
年齢が高くなるにつれ減少した。 
 
④ASD児で DQ値が明らかな 76名を対象とし、
DQ90 以上群(DQ90-128)47 名と DQ90 未満群
(DQ70-89 )29 名に分け比較した。DQ90 未満

表１ 保育場面での言語･コミュニケーションアセスメントシート 

図１ ASD児（N=86） ADHD児（N=9） 知的障害児（N=11） 



群の方が言語・コミュニケーションの困難さ
がより顕著に表れた(5 領域/6 領域）。 
特に「言語理解」では、DQ90 以上群：2.2

＜DQ90 未満群：3.1 であった。「言語表出」
では DQ90 以上群：1.9＜DQ90 未満群：2.5 で
あった。 
ASD 児は保育活動において「指示理解」「言

語理解」に特に困難が高い。保育士の困り感
が大きいことが示唆された。また要支援児の
年齢や発達水準により、困難さの内容や質が
異なることが分かった。 
 

(2)要支援児の保育活動参加のアセスメント 
 
 
 
 
 
 
 
 
①保育活動参加については「衝動性」「語用
論の困難」「情動調整の困難」「場面適応の困
難」「社会的関係の困難」「日常不適応」の要
因から構成された。 
 
②年齢別にみた ASD 児の保育活動参加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ASD 児の保育活動参加について、好きな活

動のみに関わる、集団活動からの逸脱等「社
会的関係の困難」要因は 3 歳児＞4 歳児＞5
歳児と年齢により違いがみられた。「語用論
の困難」「場面適応の困難」ははどの年齢で
も高かった。「衝動性」「情動調整の困難」「日
常不適応」もどの年齢でも時々みられた。 
 

③発達水準による ASD 児の保育活動参加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「情動調整の困難」「語用論の困難」「場面適
応の困難」は DQ が高いほど減少した。「日常
不適応」は年齢や DQ によらず、不器用や過

敏、視覚的優位という要支援児の特性による
ものと指摘された。 
 
④保育で特別な配慮を必要とする状況 
インクルーシブ保育･教育において、保育

士が直面する保育における特別な配慮を必
要とする状況（新沼ら,2014:秦野ら,2014）
が明らかにされた。第 1 に,要支援児の気持
ちが崩れた時に感情のコントロールへの支
援が難しい。第 2 に,要支援児とクラスの他
の子どもとの関係性に起因して生じるトラ
ブルへの対応が難しい。第 3 に,要支援児の
理解の仕方,興味･関心が,他児と異なるので,
保育活動への対応が難しい、であった。 
 
⑤事例を通しての分析 
 保育･教育場面における活動参加の枠組み
の構築にあたっては、事例検討を積み重ねる
ことにより以下のサイクルを明確にするこ
とができた。まず要支援児に対し、「保育活
動参加における困難さ」をアセスメンとシー
トで明らかにし、要支援児の特性をとらえる。
次に「保育士が日常直面している課題」との
関係の中で、「保育の中でのインクルーシブ
な支援の具体化」を検討した。 
 
(3)要支援児への園生活上の支援内容 
 本研究では、これらの園内支援の内容から
質問紙を作成し、保育士が巡回相談後に園内
で行った支援の傾向について調査した。更に、
要支援児の特性によって支援内容に違いが
あるかを分析した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①「個別配慮」「集団の調整」「言語･コミュ
ニケーション」「保育士連携」の 4 因子が抽
出された（最尤法･プロマックス回転）。 
②知的水準による比較では、知的障害群
（DQ70 未満、N=24）が、知的上位群（DQ71
以上）より「個別配慮」が有意に高かった。 
他の因子では、両者の有意差はなかった。 

表３ 相談後の園での支援因子分析結果 

表２ 保育活動参加アセスメントシート 

図２ 年齢別にみた ASD児（N=85）の保育活動参加 

図３ 発達水準別 ASD児（N=85）の保育活動参加 



③障害診断あり群（N=30）となし群の比較で
は、障害診断あり群が「個別配慮」が有意に
高かった。 
④ASD 群（N=13）と他群（N=103）を比較する
と、4 因子の得点に有意差はなかった。 
 
要支援児の中で、知的障害を伴わない、障

害診断のない児に対して、集団活動における
他児との関わりで調整したり、言葉のかけ方
やコミュニケーションの工夫、保育士連携す
る支援が行われた。 
 インクルーシブ保育･教育における保育士
が直面する課題に即して､保育活動の参加と
いう視点から「個別配慮」「集団の調整」「言
語･コミュニケーション」「保育士連携」とい
う支援が、年齢、発達水準、障害特性に合わ
せてシステム化された。 
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